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耕
作
放
棄
地
対
策
を
ど
う
進
め
る

関
係
各
課
で
一
体
的
に
連
携
し
て
進
め
る

坂元　正春 議員

　

今
回
、
行
っ
た
耕
作
放
棄

地
の
実
態
調
査
で
、
３
５
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
放
棄
地
が
確

認
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な

手
法
で
解
消
す
る
考
え
か
。

耕
作
放
棄
地
再
生
利

　
用
交
付
金
を
活
用

町　

長

　

耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用

を
よ
り
一
層
促
進
す
る
た
め

本
町
に
も
耕
作
放
棄
地
対
策

協
議
会
を
設
立
し
た
。
解
消

策
は
国
の
耕
作
放
棄
地
再
生

利
用
交
付
金
を
活
用
し
て
解

消
に
努
め
る
。
解
消
後
の
利

用
は
担
い
手
農
家
へ
の
農
地

流
動
化
等
に
資
す
る
よ
う
努

行
政
指
導
は
ど
の
部
署
に
依

存
す
る
考
え
か
。
放
棄
地
解

消
の
係
職
員
を
配
置
す
る
考

え
は
な
い
か
。

担
い
手
支
援

　
　
協
議
会
の
中
で

町　

長

　

今
年
度
は
、
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
解
消
面
積
を
計
画
し
て

い
る
。
事
務
局
は
農
業
委
員

会
で
あ
る
が
、
農
林
振
興
課

の
担
い
手
支
援
協
議
会
の
中

で
や
っ
て
い
く
。

農
地
情
報
等
シ
ス
テ

ム
化
す
る
考
え
は

坂
元
議
員

　

本
町
独
自
の
耕
作
放
棄
地

の
現
状
、
貸
し
た
い
・
売
り

た
い
土
地
の
掌
握
、
作
物
の

栽
培
状
況
、
農
地
の
集
積
、

放
棄
地
の
そ
の
後
の
解
消
状

況
等
、
農
地
情
報
等
を
シ
ス

テ
ム
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

県
で
は
し
て
い
る

町　

長

　

農
地
情
報
を
シ
ス
テ
ム
化

す
る
取
り
組
み
は
、
現
在
、

県
内
の
情
報
を
提
供
で
き
る

よ
う
県
で
は
し
て
い
る
。

農
林
振
興
課
長

　

本
町
の
農
業
全
般
に
関
わ

る
情
報
の
必
要
性
と
い
う
事

に
鑑
み
、
農
業
委
員
会
、
農

林
振
興
課
、
耕
地
課
等
と
調

整
会
議
で
検
討
し
て
い
る
。

今
後
の
方
向
性
も
は
っ
き
り

見
え
な
い
が
、
導
入
す
る
に

当
た
っ
て
は
予
算
も
伴
い
、

最
終
的
に
は
町
長
の
判
断
を

仰
ぐ
こ
と
に
な
る
。

庁
舎
内
の
駐
車
の

　
　
仕
方
に
つ
い
て

坂
元
議
員

　

役
場
庁
舎
内
で
の
事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
来

客
さ
れ
る
す
べ
て
の
方
々
に

「
出
船
駐
車
方
式
」
に
す
る

事
を
周
知
徹
底
す
る
考
え
は

な
い
か
。
又
、
停
め
る
位
置

の
白
線
引
き
、
役
場
玄
関
前

の
ツ
ツ
ジ
園
の
改
修
の
考
え

は
な
い
か
。

前
向
き
に
取
り
組
む

町　

長

　

す
で
に
公
用
車
や
職
員
の

車
は
出
船
方
式
に
よ
る
駐
車

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
は

来
客
の
方
に
も
看
板
等
を
設

置
し
て
、
出
船
方
式
の
駐
車

の
周
知
を
図
り
た
い
。
白
線

引
き
も
含
め
改
修
の
計
画
で

前
向
き
に
取
り
組
む
。

ふ
る
さ
と
納
税
の

　
　
　
　
活
用
法
は

坂
元
議
員

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
導

入
さ
れ
た
が
、
現
在
、
寄
付

金
が
い
く
ら
集
ま
り
、
今
後

め
る
。

放
棄
地
解
消
計
画
書

は
で
き
て
い
る
の
か

坂
元
議
員

　

農
業
経
営
を
放
棄
し
荒
廃

し
た
土
地
を
誰
が
改
善
し
耕

作
す
る
の
か
。
放
棄
地
の
解

消
計
画
書
は
で
き
て
い
る
か
。

計
画
書
に
基
づ
き

町　

長

　

国
が
示
し
た
耕
作
放
棄
地

解
消
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
平
成
23
年
度
ま
で
の

計
画
策
定
で
あ
る
。
耕
作
者

の
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
判

断
し
、
担
い
手
農
家
へ
集
積

す
る
計
画
で
あ
る
。

現
状
の
ま
ま
で
は

　
解
消
は
進
ま
な
い

坂
元
議
員

　

放
棄
地
を
解
消
す
る
為
の

ど
う
活
用
さ
れ
る
の
か
。

基
金
条
例
の

　
　
定
め
に
従
っ
て

町　

長

　

こ
れ
ま
で
本
町
に
は
、

１
４
名
の
方
か
ら
１
６
９
万

円
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
。

基
金
条
例
に
定
め
て
い
る
環

境
施
設
や
観
光
ス
ポ
ー
ツ
、

教
育
環
境
の
充
実
に
関
す
る

事
業
等
に
活
用
し
た
い
。

中
学
校
の
統
合
を
早

め
る
考
え
は
な
い
か

坂
元
議
員

　

本
町
の
中
学
校
の
統
合
は

４
～
５
年
後
と
い
う
こ
と
だ

が
、
実
情
か
ら
見
て
も
っ
と

早
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

早
い
段
階
で
進
め
た
い

町　

長

　

学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
の
中
で
は
、
中
学
校
は
早

い
段
階
で
１
校
に
統
合
を
進

め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
と

い
う
答
申
を
得
て
い
る
。
今

後
は
、
保
護
者
や
地
域
住
民

の
方
と
意
見
交
換
を
し
て
時

期
等
考
え
て
い
く
。

10
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